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文論
新教育要領〔表現〕についての一考察
冨　田　英　也
　現行教育要領の「音楽リズム」と新教育要領の「表現」との違い
　養成校における新教育要領「表現」の内容の一方法
A　音楽的イメージを促進させる法。
　（イ）音を演ずる
　（ロ）音楽を文章化させ話を作らせる試み
　的　オペレッタによるイメージの促進
B　造形的な面からイメージを促進させる法
C　文学的な面からイメージを豊かにする法
3．まとめ
　　　はじめに
　幼稚園教育要領が来年度より改定されるにあたり，現場の幼稚園はもちろ
ん，養成校や我々教科を担当する教員にとっては，その重要な内容等準備や
心がまえが，文部省の実施を前に懸念されているところである・当然私も関
与する者であり，その動向には特別な関心を持っているところであり，昭和
62年度の仙台で行なわれた，私立短大保育科関係教職員研修会に参加し，昨
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年の文部省による教育課程講習会に参加して，来年度の改定に向けて「表現」
の内容等について考察している。未熟な能力でもあり，これが本筋であると
言う訳でもない，あくまでも現在の私の一考察であり，これからもさまざま
な考察をしていかねばならないと思っている。
1．現行教育要領の「音楽リズム」と新教育要領の「表現」との違い
　先ず，現行に比べ新教育要領では，6領域から5領域になり，音楽リズム
は絵画製作といっしょになり，感性と表現に関する領域「表現」となった。
これは，非常に広域に考えられるが，ある意味では今までの狭い教科的な考
え方にならず，総合的な見方をすることになるので，この方がいいのかもし
れない。そして新教育要領での「表現」は，養成校以外の幼稚園等において
「音楽リズム」とか「絵画製作」とか単独の見方をしてはいけないのであり，
総合的な見方から「表現」に含まれる音楽とか，　「表現」に属している絵画
製作とか言わなくてはならない。いやそんなふうに言わなくても，「表現」
と言っただけでそれらを意味するものと理解しなければいけないのだろう。
とにかくそれを冒頭において考察しなければなるまい。そして今までの概念
を変えるべきである。（これらは新幼稚園教育要領の概要の項、（2）ねらい及
び内容、①ねらい及び内容の考え方で，領域別に教育課程を編成したりする
などの取り扱いをしないようにしなければならない，とある。一注1，）
　新教育要領・「表現」のねらい。
・いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性を持つ。　（仮にA）
・感じたことや考えたことをさまざまな方法で表現しようとする。
　（仮にB）
・生活の中でイメージを豊かにし，さまざまな表現を楽しむ。（仮にC）
　ねらいの趣旨についてはこの段階でははぶくが，これらのねらいは現行の
音楽リズム及び絵画製作に含まれる事を，新たな観点から統合したものであ
り，現行のどちらの領域にも含まれるものである。例えば，ねらいAの事項
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においては，現行の教育要領，絵画製作の4．美しいものに興味や関心をも
つ，ものから豊かな感性を持つになったもので，現行の音楽リズムの教育要
領では，さしずめ3．音楽に親しみ，聞くことに興味をもつ，がそれにあた
ると思われる。　（まだまだあるが，一々説明すると長くなるので全文載せる
のをはぶく〉
　そしてこれらのねらいが達成するように，指導内容が次の様に書かれてい
る。
・生活の中でさまざまな音，色，形，手ざわり，動きなどに気づいたり
楽しんだりする。
・生活の場で美しいものや心を動かすできごとにふれ，イメージを豊か
にする。
・さまざまな出来事の中で，感動したことを伝え合う楽しさを味わう。
・感じたこと，考えたことなどを自由に書いたり作ったり，音や動きで
表現したりしようとする。
いろいろな素材に親しみ，工夫して遊ぶ。
・書いたり作ったりすることを楽しみ，遊びに使ったり，飾ったりしよ
うとする。
・音楽に親しみ，歌を歌ったり簡単なリズム楽器を使ったりする楽しさ
を味わう。
・自分のイメージを動きや言葉などで表現し，劇的な遊びを楽しむ。
　これらの内容を見てみると，現行の教行要領では，ねらいに対してさまざ
まな指導内容が付随しており，注意したいことは，それらはきっぱりとした
（言葉の表現がうまくできないが，又は簡潔な〉文の結び（文末〉をしてい
ることである。それでは，音楽リズムにおける最初のねらいと内容の事項を
例にとってみると，
1．のびのびと歌ったり，楽器をひいたりして表現の喜びを味わう。
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（1）いろいろな歌を歌うことを楽しむ。
（2）みんなといっしょに喜んで歌い，ひとりでも歌える。
（3）すなおな声，はっきりしたことばで音程やリズムに気をつけて歌う。
（4）カスタネット，タンブリン，その他の楽器に親しむ。
（5）曲の速度や強弱に気をつけて楽器をひく。
（6）みんなといっしょに喜んで楽器をひく。
（7）役割を分担したり，交替したりなどして楽器をひく。
となっており，新教育要領においては，～しようとするとか，～を楽しんだ
りするとか，～したりしようとする等，現行の教育要領の様な言葉づかいを
しておらず，特別な技能を身につけさせる原因となる様な抑圧的，命令的な
指導をすると言ったニュアンスが感じられないのが特長であり，他の領域全
般に関しても言えることである。
　又，ねらい一つ一つの詳細にわたる指導内容は，前述のようなことになる
恐れがあることと，幼児や指導教員が，～をしたいとか，今度は～をやりた
い，とか思う発展的な意欲をそこない，その単元を費いやすることだけ夢中
になってしまい，イメージの抑圧にもなりかねない。そう言う意味において
新教育要領の方が，色々な面を含み創造性に富んだ総合的な観点に立てるで
あろう。
　しかし，現行の教育要領においては，　「表現」に限って言えば，幼児の発
達段階の配慮はもちろん必要であるが，非常に細部まで入り込むことができ
る利点があったわけである。こんなことはないと思うが，前例の一つをとっ
てみると，音程やリズムに気をつけて歌うことで言えば，音程を正確に歌わ
せる訓練や，リズムを正確にとれる訓練をする等で，これはある意味（才能
教育等）では良いことであるが，幼い幼児の感性をいたずらについばんでい
ると言うことになるであろう。結局，養成校の段階では幼児教育者の教養や
実力をつける為にはなっているであろうが，やがてその幼児教育者が現場で
の指導において，学んだことをそのまま幼児に下してしまうことにややもす
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るとなりかねないし，おそらく，そう言うことに定着しつつあるのが現状な
のかもしれない。
　考察がゆきすぎてしまったが，いずれにせよ新教育要領には上記のような
細部にわたる指導内容がないことである。又内容設定においても趣旨はある
が，「指導内容には次のようなことが考えられる」一注2，（観点においても同
様である）と仮定した文章になっており，教育者や幼稚園の現状に促した扱
いも考えられることにも注意したいところである。一注3，音楽の面ばかり述
べてきたが，これらは現行の絵画製作の教育要領を見ても同じことが言える
様である。
　さて，今まで，言葉じりや文章に現われたニュアンス的なことを述べてき
たが，改善される「表現」の大意として，私は，現行の教育要領には，～を
して表現の喜びを味わうとか，歌ったり，楽器をひいたりして，動きのリズ
ムを楽しみ表現の喜びを味わうとか，色々なことを幼児に経験させることや
体験させることが沢山もり込まれているのではないかと思う。新教育要領の
方は，体験させることはもちろんであるが，それに加えて，幼児の心情とか，
環境から受ける感性を豊かにしてやることに重きを持っているのではないか
と考えられる。そして，感性をつけることはイメージを豊かに持つことであ
り，そのイメージを色々な方法で表現することがねらいになっている。人に
はそれぞれの感性があり，それからイメージすることもさまざまである。で
あるからイメージの押しつけや批判は避け，それよりもそのイメージを伸ば
してやるとか，助長してやる，ふくらませてやることが非常に重要なことで
あり，感性も磨かれ，良いセンスを培い，創造性が高められてゆくものであ
ると確信する。以上のように，現行の教育要領「音楽リズム」と新教育要領
「表現」の違いではないかと考えるしだいである。
2．養成校における新教育要領「表現」の内容の一方法
新教育要領にある「豊かな感性を育て，感じたことや考えたことを表現す
る意欲及び創造性を豊かにする……」一注4，と言う幼児に対する観点は理解
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できるが，幼児教育にたずさわっている養成校ではいったいどうしたらよい
か，と言う間題が出てくる。これは今までの養成校での音楽リズムや絵画製
作の教育にはない漠然としていて，抽象的であり，前章の違いで述べたよう
なはっきりとしたねらいがなく，具体的な解釈が非常に難しいからである。
　このねらいの趣旨に「豊かな感性や自己を表現する意欲は自然や身近な環
境と十分にかかわることの中で美しいものや心を動かす出来事などに出会う
ことや，自分の感情や体験を豊かに表現する機会を持つことによって育てら
れる。幼児期の自己表現は造形や音楽，身体表現などの具体的な活動を通し
て行われることが多い。また，自己を表現することによって感性や創造性が
高められていくものである。」一注5，　とあり，幼児へのねらいの理由が示さ
れているが，私はこの趣旨が，現在の学生にもそっくりそのまま当てはまる
のではないかと理解する。それは，現在の学生の大半に見られるような，き
まりきった枠にはまった表現しかできないことは，心を動かされる感動が少
ないことで，イメージを豊かに表わすことができないことであり，つまり感
性が乏しいことである。これは，将来幼稚園等の現場において子どもといっ
しょに生活する意味でも，学生の感性や色々な体験やものに対するイメージ
の貧困さを抑制することにあると思われる。そしてイメージや創造力を助長
することをふんだんに取り入れた，ねらいにふさわしい体験をし，学生自ら
会得できるようにすることが今後の課題であると考える。
　そこで，この投稿の主論となる感性やイメージを豊かにさせる課題の一考
察としては，私の前論文一注6，（“幼児教育者としての音楽’一特に表現力と
創造力の重要性及びその教材研究について一）の中で総合的な表現を含むオ
ペレッタ等でも述べているところであるが，考察を立証する時問的な余裕と
統計的資料が少ないので他から引用し論じてゆく。
　A．音楽的イメージを促進させる法
（イ）音を演ずる一注7，
　学生の音楽経験で得たイメージを動機づけとし，音に対する関心を活動を
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通して工夫し，解釈し，知覚して発展させるため試みたものである。（中略）
限られた範囲の教材ではあるが，学生の中にある音楽的可能性の方向を確認
し，イメージを引き出す教授法をめざしたものである。（中略）
　〔表1〕　　　　　　　　　　　　　　　昭和60年度1年生6月実施
教　　材 テ　ー　マ 表　　現　　内　　容
きまぐれ小馬
　　　　※
小人の
　　大工さん 小人が家を建てるまでの過程を表現
きまぐれ
　やんちゃ
乱暴に扱われたおもちゃがおこり出し，
やんちゃ君が謝り，片付けていく様子
ギヤロツプ ギャロップなどのステップを使用した行進曲風のもの
マンハッタン
　（連弾曲）
ケーキと小人
出来上ったケーキをおとしてしまい，も
う一度作り直し，円になってパーティー
を行う
アンサンブル ツーステップ，ワルツステップによる踊りと打楽器のアンサンブル
たぬきの
　　マーチ
　　　　※
楽しいマーチ 8の字のいも歩きを取り入れた愉快な行進
お　友　達 おもちゃの取り合いを通して，友情が深まる様子を表わす
森の仲間たち ゴリラがたぬきやうさぎと仲良しになるパントマイム的表現
誕生日の行進 動物のマ8一チ打楽器を持ったアヒル・ウサギそれに小鳥と隊形を工夫した行進
パーテイー 誕生日の友達をみんなで祝う様子をわくわくした気分で表わす
小人の行進※ 木こり君　　森へ行く
4人の木こりが森へ行く過程，さらに森
に別れを告げるまでを表現
マ　　ー　　チ
年小児が興味の持てる動作，アーチをく
ぐる，ジャンプする，打楽器を用いるな
ど工夫したもの
われら
　　バイキン
バイキンが活動するための準備体操から
活動を終えるまでを表現したもの
ミュゼット 人　　　　形 鐘の音で目覚めたぜんまい仕掛けの人形の動きを表現
ロ　　ン　　ド たんぼぼと風 たんぼぼと風の情景をたんぽぽが教ってしまうまでを表現
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教　　材 テーマ 表　　現　　内　　容
闘牛士の歌 円のマーチ ドリル行進を用い，緊迫感，流れ，広がりを円のマーチにより表現
ねこ
ふんじゃった ねこのしっぽ
ねこのしっぽをふんでしまった僕とねこ
のユーモラスな表現
お　友　達 ス　キ　ッ　プ お友達の雰囲気をスキップで進行し，パートナーチェンジしていく
ワルッを
　　踊る人 舞　踏　会
優雅なパーティーのイメージを広げ，貴
婦人的感覚を表現
　※印は，具体的実践例1～3を示す。
　〔表1〕は，すべてカレッジ・ピアノ・メソード曲集編の中から一曲選択
し，その音楽作品から得たイメージを通して，体や楽器で表現したものであ
り，学習形態により実践した事例である。（中略）
　この実践をするにあたって，入学まもない1年生にとって，自由な創造的
活動を音楽を通していかに保障していくかと言う点を学生の立場になって考
え，余分な説明は極力省いて，自分の耳で聴き，グループの1人がピアノを
弾いたり，簡易打楽器を用いたり，踊ったりする自由な表現を自分の目で見，
自分の心で感じさせ，イメージを想像しながらグループとしての創造作品を
作り上げていくという創造の世界へ踏み出していく一歩として実践した。
　この実践に見られるいくつかの共通した特徴を述べてみる。
（1）教材そのものにあらかじめ付けられている題たとえば○○行進曲，ね
　こふんじゃった，ワルッを踊る人等の具象化されたものについては，イメ
　ージも題に対する共感，同一化を伴ったものが多くみられる。（例：たぬ
　きのマーチ→森の仲間たち）
（2）ミュゼットやロンド等の曲の形式が題名となっているものは，音楽様式，
　音進行に対する慣れによって音楽の感情性を（1）のように，あらかじめ付い
　ている題名にとらわれることなく発揮することが可能となっていく。この
　ような感情を伴ったイメージ（感情的イメージ）は，音楽を深く味わい表
　現を可能にしていく音楽学習において重要なイメージ的側面となる。（例
　　ロンド→たんぼぽと風）
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（3）音楽自体のイメージの他に，身体表現や楽器演奏など全体的な体験を伴
　うほど行動指標の強い音楽的イメージが形成される。藤岡喜愛氏は，　「イ
　メージは，人間の行動の指標になる。」（イメージと人間，日本放送出版協
　会p30）と主張している点は，まさに音楽の学習過程とイメージのかかわ
　りを求めることにも適用される。この実践を行った結果，表現活動は，た
　だ考え込んでいるだけでは一歩の前進もなく，まずは手さぐりの状態であ
　っても主体的に立ち向かって行こうとする音楽的自主性からスタートし，
　自己の意志で音楽を求める心，さらにそれを追求してみようという音楽的
　意欲から次々と音楽的体験を積み重ねることによって，創造の喜こびを生
　じるのである。その意味で，当初の一定の枠内における試みではあるが，
　音楽を動きや身体で感じ，具体的な形で確かめることができた体験は，音
　楽的感動を共有するところの仲間との連帯，音楽的コンプレックスを感じ
　ていた学生にとっては，そういう意識へのこだわりが解消され今後への大
　きな土台と自信につながっていくことを実感した。
　この試みにより，今までの音楽観に対して多少の混乱を起したようである
が，学生自ら音，音楽とは何なのかを問い直し，イメージを通して音の世界
を自分なりに再構築しているようであった。（書面の都合上実践例1のみ載
せ以下省略する。）
　実践例1，「ギャロップ」　使用曲　きまぐれ小馬　宍戸睦郎作曲
　馬の全体的イメージを表現したもの。馬の軽快さを拍の特徴をとらえたギ
ャロップにより音と動きを追求した身体表現。この曲のリズム・旋律・テク
スチュア（複数の音や旋律の空間的，垂直的な相互関係。〉などから構成され
た音楽的概念（musical　concepts〉にふさわしいトータルなものとして意味を
もたせたものである。
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（ロ）音楽を文章化させ話を作らせる試み一注8，（現文は，音楽によるイメー
ジ化の促進とその結果と言うタイトルで，文章化させるだけでなく動きも表
現させていたが，この論文においては（イ）の音を演ずるとダブルことにもなる
のでタイトルを変更した。又，5つの例があるが初めの例を記す。）
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　この曲を聴いた受講生が描いたイメージは，それぞれ次のように文章表現
された。
　　　　　　　　　　　　　　　一38一
（a）朝
朝日が静かに登り始め，やがて小鳥のさえずりが聞こえてきて，すがすが
しい朝が訪れた。
（b）ピノキオ
　あやつり人形（ピノキオ）が妖精の魔法によって人間になるがいたずらば
かりする。妖精は困ってしまい，以前のあやつり人形にもどしてしまう。
（c）ねずみの散歩
　ねずみが二匹で散歩に出かける。途中でチーズを見つけ，一匹はお腹一杯
食べてしまい，動けなくなる。もう一匹のねずみはチーズを持って帰る。
（d）人　形
　おもちゃ箱から夜中になると人形が出てきて楽しく遊ぶ。やがて朝が近づ
くとまたおもちゃ箱へと帰って行く。
（e）つばめ
　つばめの親が巣の中でえさを待っているひな鳥のためにえさをさがす。
　この曲の特徴は，最初の2小節と13小節～16小節の速いリズムである。（a）
～（e）までのイメージは，この部分をとらえ，（a）の小鳥のさえずり，（b）のいた
ずら，（c）の急いでチーズを食べる，（d）の楽しく遊ぶ，（e）のえさをあちらこち
らとさがすというように，テンポの速さが共通のイメージとしてとらえられ
ている。また，4小節～8小節，17小節～20小節のやさしいメロディーを（a）
はすがすがしい朝の訪れ，（b）は妖精の魔法，（c）は散歩，（d）は夜の静けさと朝
の訪れ，（e）のつばめの親子のイメージで表現している。　（以下省略）
⑲　オペレッタによるイメージの促進
　10数年白鴎女子短大のオペレッタクラブの指導と顧問をしてきてそのまと
めのようにもなってしまうが，オペレッタは何と言っても総合された芸術で
あり，色々な要素が多分に含まれている。言わば，ままごと遊びから劇遊び
そして小オペラヘと発展したものである。そこには音楽に合わせ歌ったり踊
ったりすることや，なにげない仕草にも表現があり，一人一人が自分の役に
満足できうる，さまざまなイメージ表現が必要となる。そしてそれをささえ
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る回りの環境（小動具やバックの風景，草一本であっても）づくりにも色々
なイメージが必要である。それには学生それぞれの感性やイメージを認め合
い共通のイメージを形成する過程が生じ，創造性を豊かにすることはもちろ
ん協調性や連帯感を生み，音楽が不得意だった者も他の領域も含まれるので
個性を発揮し意欲的に取り組めるのが特徴である。
　この項は，以上のように総合されたものであるため，もっと大きなまとめ
のような単元にして考えるべきところであるが，もっとも音楽に関連してい
ると思われるので，音楽的イメージを促進させる例に含めた。
　B．造形的な面からイメージを促進させる法
　「アートカード」によるイメージの促進一注9，
　「アートカード」とは造形教育を主眼とした幼児のための新保育教材である。
考察のもとになったのは紙芝居であるが，従来の紙芝居の物語を中心とした
ものから，画面主導型の教材へと発展させ，それぞれの画面を自由に組み合
わせることができるようにし，保育者と幼児達とで“なぞなぞ遊び”や短い
“お話”を創作して楽しむための教材である。一口で表現すれば“台本のな
い造形紙芝居”と言えよう。　（中略）
　本来，紙芝居は“絵話”と呼ばれた時期もあったほどで，物言剖生を重視す
るものである。絵を見て物語を聞くことは，幼児にとって楽しいことであり，
話の内容を理解する上で有意義なことであろう。作画する側に立って考える
と，どうしても劇的表現にならざるを得ず，芸術性に乏しい説明画が要求さ
れがちである。
　従来の紙芝居とは逆に，まず画面があり，それらの数枚を組み合わせるこ
とによって“話”を作る方法があるのではないか。また説明的要素の強い画
面よりも単純な図形で構成した画面の方が幼児達の想像力を豊かにすること
ができるであろう。更に，画面の上下を逆さまにしたり，自由な画面の組み
合わせによって即席絵話も可能ではないか。　（中略）
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〔作例　　No1〕 〔作例　　No4〕
　　　　　●4慮 ●
①円の組み合わせをねらう。大き
　めの半円（青）と小円（黒）とで
　乳母車を想定したものである。
②台紙を180度回転させ，蛙の頭部
　を連想させる。目を二重にして表
　情を強調する。
③上下2通りの画面ができたが更
　に小さめの三角形（黄）を配置し
　てみる。三角形の帽子をかぶった
　人形のイメージに変わる。
④画面を元に戻すと，あひる，ふ
　くろう等の頭部に変わる。また半
　円を逆に配置する異なったイメー
　ジになるが，4通りの物が一画面
　で処理されれば十分である。
（以下，作例，その他省略）
①3枚の三角形（赤）で構成し，
　中心に黒の小円を目として配置す
　る。サンタクロースのイメージで
　ある。
②上下逆さに向けると犬の顔にな
　る。赤い色は犬を連想させる色相
　ではないが，直線による構成のた
　め幼児には歓迎されよう。三角形
　や円の位置を確かめて配置すべき
　である。
C．文学的な面からイメージを豊かにする法
前項のアートカードで新井氏は，紙芝居は物語の状況的絵の内容になって
しまうと言っているが，確かに紙芝居は劇的説明を絵でしていることになる
ので，そこに表現される絵はやや描写的にならざるを得ない。しかし氏の論
じているアートカードは，心理的要素も感じられるが，芸術性の面から感じ
ることができるイメージは非常に高いと言える。
さて前項Bと逆の方法で前項に関連しているかもしれないが，文学的な面
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からもイメージや感性を豊かにすることができる。一口に文学的なものと言
っても数えきれないが，おおまかには次の様に分類できるであろう。
　小説，物語，おとぎ話，戯曲，詩，歌，随筆
等であり，これらはすべて言語表現によるものである。人間はそれらの言語
表現を知覚する度に絶えずイメージをしていると言っても過言ではない。我
々大人はそう言う社会やマスコミの中で生活しているのであり，又，そう言
う文学的なものがなかったなら世の中は無味乾燥になってしまうのである。
　これらをイメージする方法は色々考えることができる。詩や歌詞を読んで
色や絵に表現するとか，童話等のお話を聞いて，音で表現するとか，パント
マイム等の体で表現するとか，豊富なイメージと表現の方法が考えられる。
特に詩や歌詞には内容を連想されるような夢や希望の要素が含んでいる。そ
してこれらの文学作品に触れることは，知性や感性のある豊かな人間になる
ことは言うまでもない。
3．まとめ
　新教育要領の「表現」における観点は，前にも述べたように豊かな感性を
育て，感じたことや考えたことを表現する意欲とか創造性を豊かにすること
と述べているが，結局のところ指導者である教員が幼児のもっている感性や
創造性の芽に気付き，その芽を伸ばし開花させてやることにあり，幼児の立
場に立った繊細な感覚が必要である。
　あらためて言うまでもないが，人間の感性とは，目・耳・鼻・舌・皮膚の
5器官より感じるセンス（感覚）の度合いであり，それぞれ関連し合ってい
るが，視覚と聴覚の器官は主に知識や情操面を覚える器官であり，　「表現」
においては視覚と聴覚を中心に五感を刺激し，より高い感性を培うことにあ
る。そう言う意味から養成校としての「表現」のあり方は，幼児の現わそう
とする芽をキャッチし，いっしょにイメージし増幅してやれるような，学生
自身の感性を磨くことで，学生の表現する意欲を示唆することにあると考え
る。
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　前項であげた試みはそのほんの一部であり，まだまだ沢由の方法があると
思うし，他の領域においても同じであり，我々はその方法について研究し，
色々の試みを行なわなければならない。そして日常生活の中の単なる喜・怒
・哀・楽の感情から心を動かす感動を体験し，豊かなイメージを持たせるこ
とにあり，美的情操面の感性を伸ばすことが「表現」の目的になってゆくの
ではないか。しかし問題はその結果だけを求めるものではなく，それに至る
プロセス（過程）が非常に大切なのである。そして色々の方法と体験を暗中
模策する中に，感性やイメージが洗練されて行くものである。
（注）
1　幼稚園教育課程講習会説明資料S．63．8，文部省初等中等教育局幼稚園課p20．
2　1と同資料p26。
3　1と同資料p17．
4　1と同資料p25～p26．
5　1と同資料p26．
6　白鴎女子短大論集第11巻第2号　昭和61年9月30日発行
7　名古屋短期大学保育科論集「保育の現代的課題」から，坂野哲子・小西由利子著の
　保育内容「音楽リズム」における表現活動の問題，豊かなイメージ形成のための試
　論S61．3．20発行，p52～p55．
8　7と同論集よりp69．
9　秋葉学園短期大学紀要第5号（1988）より，新井規夫著「保育教材としてのアート
　カード」p70～p71．
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